
今月の読み物

春風に誘われて

手羽元

　まだ桜が咲いている季節、佐倉と柏の風車があ
る名所を訪れました。チューリップは咲き始めの
様子でしたが、十分に楽しむことができました。
　赤、ピンク、白は満開に近く、一方黄色系は少
なめ。近くの幼稚園児でしょうか、「ここは僕が植
えたんだよ！」と得意げに話す小さなお子さんが
いたりしてこの子たちの協力なしにはこんなに植
えられないよなあ、と感じました。
　近くにはブンブンと京成電車が走っています
が、駅からはちょっと遠いところが難点。
　ついでなので柏あけぼの山農業公園のチュー
リップフェスティバルも寄りました。こちらの特
徴はチューリップの根元にパンジーが植えてある
ため、開花前のところも花でいっぱい。寂しさが
ありません。もちろんチューリップが満開のとこ
ろは色違いのパンジーとのコントラストが映えて
とてもきれいです。
　帰りに松戸の本土寺で桜見物。参道や門前の桜
は見事でしたが、境内の桜は盛りを過ぎ、花桃や
ユキヤナギがきれいに咲き誇っていました。
　ランチは参道沿いにある草木庵で手打ちそば。
本土寺にお参りした際の定番のお店。
　花はタイミングが難しいですね。妻の仕事との
兼ね合いでこの日しかなく、
ちょっぴり残念。
　他にも船橋アンデルセン公園な
どもチューリップが見どころのよ
うですが、2か所見たら満足です。

風車とお花たち

本土寺

本土寺の境内

可愛い看板

見事な本土寺の桜

本土寺参道の蕎麦屋「草木庵」

お花のコントラスが最高！
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敗、こうなったら新しいクーラー一式を改造して付けてくれと
頼みました。「やってみるが出来る保証はないが費用は発生する
よ」と言われましたがダメもとでお願いすることにしました。
　夏も終わりかけた頃クーラーが付いた連絡をもらい大喜びで
引取りに行きました。涼しい、素晴らしい。これで普通に乗れ
て地球にも優しい車になりましたが、ここまでで掛かった費用
は35年前の新車購入価格と同じくらいになっていました。
　「やっと完成か、長かった」　車をじっくり見ていると、ボデー
とタイヤのすき間が空きすぎていてカッコ悪いことが気にな
り、車検が通るギリギリまで車高を下げることにしました。 3
センチ下げただけですが完璧です。
　実に直し始めて10か月以上、ようやく思い通りの形になりま
した。
　ある日の朝、仕上がったユーノスを気分よく乗っていた時の
ことです。松屋の駐車場でカギを付けたままロックしてしまい
ました。財布以外は全て車の中、色々考え後ろの窓がビニール
なのでそこを切り、中に手を入れチャックに届けば後ろの窓は
開けられる。やるならまだ薄暗い今しかない、明るくなれば車
泥棒と間違われ警察に通報されかねない。早くやらなければ、
究極の選択でした。コンビニでカッターを買い、ビニールを切
りイモムシが這うように中にもぐりこみました。長い時間かけ
てせっかく仕上げたのに、、、何をやってるんだか、これでは「車
を壊そう」になってしまったではありませんか。
　新しい幌はメーカーでは生産しておらず自分で直すしかあり
ません。ホームセンターで厚 1ミリのビニールを買い窓の形に
切り、見えない部分で幌にボルトで固定しました。外から見る
限りわからなくなりましたが、水が中にしみてきて雨の日はダ
メです。
　最後にゴムの部分は劣化するので、足回りのブッシュとエン
ジンマウントを新品に交換したところ乗り心地が見違えるほど
良くなりました。
　120馬力しかないユーノスですが今まで乗ってきたどの車よ
り運転が楽しく気持ちがいいのです。しばらくするとまた乗り
たくなるから不思議です。35年がたち新たにこの車の魅力がわ
かったような気がしています。
　最後に総合的な満足度は70点くらいでしょうか。
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